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田

中

則

雄

（
島
根
大
学
法
文
学
部
）

摘

要

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
山
本
文
庫
は
、
島
根
県
安
来
市
母
里
の
山
本
家
に
伝
存
し
た
近
世
の
古
典
籍
群
か
ら
成
る
。
近
世
小
説
（
特
に
実
録
）、
漢
詩
文
等
々

に
加
え
、
母
里
の
地
で
営
ま
れ
た
俳
諧
の
書
に
ま
で
広
く
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

実
録

近
世
小
説

山
本
文
庫
の
概
要

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
山
本
文
庫
は
、
島
根
県
安
来
市
母
里
の
山
本
家
に
伝
存

し
た
近
世
の
古
典
籍
、
一
三
三
点
、
五
二
九
冊
か
ら
成
る
。
同
家
は
近
世
に
お
い

て
蹈
鞴
製
鉄
を
営
み
、
塩
・
醤
油
を
も
商
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
多
く
蔵
書
印
を

有
す
る
一
家
伝
来
の
書
籍
群
で
あ
る
。
近
世
小
説
（
特
に
実
録
）、
漢
詩
文
、
教
訓

書
等
々
に
加
え
、
母
里
の
地
で
営
ま
れ
た
俳
諧
の
書
に
ま
で
広
く
わ
た
っ
て
お
り
、

同
家
の
教
養
水
準
の
高
さ
と
文
芸
活
動
へ
の
関
わ
り
の
深
さ
を
伝
え
る
。
こ
の
蔵

書
が
蓄
積
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
近
世
中
後
期
か
と
推
定
す
る
が
、
年
記
の
な
い

写
本
も
多
く
、
今
後
詳
し
く
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

な
お
当
文
庫
は
、
同
家
御
子
孫
に
当
た
ら
れ
る
関
西
大
学
教
授
山
本
登
朗
先
生

の
御
教
示
に
よ
り
、
二
○
一
○
年
十
一
月
、
芦
田
耕
一
・
法
文
学
部
教
授
（
現
名

誉
教
授
）
と
田
中
則
雄
が
同
家
に
赴
き
、
御
許
可
を
得
て
資
料
を
大
学
へ
移
し
て

調
査
を
開
始
し
、
二
○
一
一
年
六
月
、
正
式
に
受
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

蔵
書
印

山
本
家
の
所
蔵
を
示
す
蔵
書
印
に
は
、
以
下
の
も
の
が
見
ら
れ
る
（
い
ず
れ
も

墨
印
）。

①
「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」、
円
形
、
径
三
・
○
糎

②
「
雲
州
／
母
里
／
山
本
」、
円
形
、
径
二
・
九
糎

③
「
山
本
屋
」、
長
方
形
、
二
・
一
×
一
・
○
糎

山
陰
研
究
（
第
四
号
）
二
〇
一
一
年
十
二
月

－６６－

九
九



④
「
山
本
屋
」、
長
方
形
、
三
・
三
×
一
・
五
糎

①

③

②

④

目
録

〈
凡
例
〉

順
に
、
刊
写
の
別
／
巻
冊
／
寸
法
（
縦
×
横
）
／
外
題
、
内
題
（
適
宜
目
録
題
、

序
題
等
を
も
掲
げ
る
）
／
各
冊
丁
数
／
刊
記
・
奥
書
等
／
蔵
書
印
・
所
蔵
を
示
す

書
き
入
れ
の
各
項
目
に
つ
い
て
掲
げ
る
。
な
お
該
当
の
な
い
項
目
は
適
宜
省
略
す

る
。
ま
た
付
記
す
べ
き
事
項
は
、
備
考
（
※
印
）
と
し
て
掲
げ
る
。

外
題
・
内
題
等
の
割
書
は
﹇

﹈
で
括
っ
て
示
し
た
。（
例
）﹇
新
刻
／
校
正
﹈

各
見
出
し
の
書
名
は
内
題
に
拠
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
作
品
の
認
定
な
ど
の

便
を
考
え
外
題
等
を
あ
え
て
採
用
し
た
場
合
も
あ
る
。

今
号
で
は
、（
一
）
実
録
に
つ
い
て
掲
げ
る
。

（
一
）
実
録

一
、
太
閤
真
顕
記

全
十
二
編
一
二
○
冊

太
閤
真
顕
記
初
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
初
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
初
篇

丁
数
（
一
）
五
一
（
二
）
五
四
（
三
）
四
九
（
四
）
五
四
（
五
）
四
七
（
六
）

五
三
（
七
）
五
五
（
八
）
五
四
（
九
）
五
四
（
一
○
）
五
四

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首
、
末

墨
書
き
「
中
町
／
山
本
屋
」、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
二
編

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
一
×
一
七
・
三
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
弐
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
二
編

丁
数
（
一
）
五
七
（
二
）
五
二
（
三
）
四
八
（
四
）
五
○
（
五
）
五
一
（
六
）

五
三
（
七
）
五
二
（
八
）
五
七
（
九
）
五
三
（
一
○
）
五
三

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
三
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
三
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
三
篇

丁
数
（
一
）
六
○
（
二
）
五
八
（
三
）
五
九
（
四
）
五
四
（
五
）
五
四
（
六
）

五
三
（
七
）
五
一
（
八
）
五
二
（
九
）
五
二
（
一
○
）
五
三

一
〇
〇

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）

－６５－



蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首
、
末

太
閤
真
顕
記
四
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
四
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
四
篇

丁
数
（
一
）
五
四
（
二
）
五
三
（
三
）
五
五
（
四
）
五
四
（
五
）
五
三
（
六
）

五
四
（
七
）
五
四
（
八
）
四
九
（
九
）
五
二
（
一
○
）
五
五

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
五
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
五
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
五
篇

丁
数
（
一
）
五
四
（
二
）
五
三
（
三
）
五
三
（
四
）
四
八
（
五
）
四
九
（
六
）

四
七
（
七
）
四
四
（
八
）
五
一
（
九
）
五
○
（
一
○
）
五
三

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
六
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
三
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
六
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
六
篇

丁
数
（
一
）
六
○
（
二
）
六
四
（
三
）
五
六
（
四
）
五
七
（
五
）
五
九
（
六
）

五
六
（
七
）
五
四
（
八
）
五
四
（
九
）
五
一
（
一
○
）
五
六

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
七
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
二
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
七
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
七
篇

丁
数
（
一
）
五
五
（
二
）
四
六
（
三
）
五
○
（
四
）
五
二
（
五
）
四
八
（
六
）

五
○
（
七
）
四
七
（
八
）
四
八
（
九
）
四
八
（
一
○
）
四
七

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
八
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
八
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
八
篇

丁
数
（
一
）
四
二
（
二
）
五
四
（
三
）
五
三
（
四
）
五
四
（
五
）
五
五
（
六
）

四
六
（
七
）
四
七
（
八
）
四
九
（
九
）
四
六
（
一
○
）
四
五

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

太
閤
真
顕
記
九
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
九
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
九
篇

丁
数
（
一
）
四
四
（
二
）
四
七
（
三
）
四
七
（
四
）
四
四
（
五
）
四
四
（
六
）

四
四
（
七
）
四
二
（
八
）
四
一
（
九
）
四
二
（
一
○
）
三
九

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
第
四
〜
一
○
冊
の
各

冊
末

太
閤
真
顕
記
十
編

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
六
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
編
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
編

丁
数
（
一
）
四
三
（
二
）
四
九
（
三
）
四
九
（
四
）
五
三
（
五
）
五
四
（
六
）

五
六
（
七
）
五
六
（
八
）
五
二
（
九
）
三
七
（
一
○
）
三
三

－６４－

一
〇
一

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）



蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
第
二
〜
一
○
冊
の
各

冊
末

太
閤
真
顕
記
十
一
篇

写
本
、
三
十
四
巻
十
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
六
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
一
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
一
篇

丁
数
（
一
）
四
七
（
二
）
五
三
（
三
）
五
七
（
四
）
五
三
（
五
）
六
七
（
六
）

四
九
（
七
）
五
一
（
八
）
四
九
（
九
）
六
一
（
一
○
）
四
七

蔵
書
印
な
し
。

太
閤
真
顕
記
十
二
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
二
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
二
篇

丁
数
（
一
）
四
七
（
二
）
四
四
（
三
）
四
九
（
四
）
四
六
（
五
）
四
八
（
六
）

四
五
（
七
）
四
三
（
八
）
四
六
（
九
）
五
三
（
一
○
）
四
六

蔵
書
印
な
し
。

二
、
太
閤
真
顕
記

全
十
二
編
一
一
四
冊

※
九
篇
、
全
十
冊
の
う
ち
六
冊
欠
。
い
ず
れ
も
蔵
書
印
な
し
。

太
閤
真
顕
記
初
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
七
・
九
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
初
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
初
篇

丁
数
（
一
）
四
○
（
二
）
四
二
（
三
）
四
三
（
四
）
四
一
（
五
）
三
九
（
六
）

四
一
（
七
）
四
○
（
八
）
四
二
（
九
）
四
○
（
一
○
）
四
一

太
閤
真
顕
記
二
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
八
・
○
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
二
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
二
篇

丁
数
（
一
）
四
六
（
二
）
四
二
（
三
）
四
○
（
四
）
四
二
（
五
）
四
三
（
六
）

五
一
（
七
）
四
八
（
八
）
五
○
（
九
）
四
九
（
一
○
）
四
六

太
閤
真
顕
記
三
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
八
・
○
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
三
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
三
篇

丁
数
（
一
）
四
○
（
二
）
三
九
（
三
）
四
一
（
四
）
四
○
（
五
）
四
○
（
六
）

四
○
（
七
）
四
一
（
八
）
四
五
（
九
）
四
二
（
一
○
）
四
四

太
閤
真
顕
記
四
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
六
×
一
八
・
○
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
四
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
四
篇

丁
数
（
一
）
四
六
（
二
）
四
六
（
三
）
四
五
（
四
）
四
四
（
五
）
四
六
（
六
）

四
六
（
七
）
四
五
（
八
）
四
五
（
九
）
四
四
（
一
○
）
四
六

太
閤
真
顕
記
五
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
八
・
○
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
五
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
五
篇

丁
数
（
一
）
四
五
（
二
）
四
八
（
三
）
四
七
（
四
）
四
八
（
五
）
四
七
（
六
）

四
八
（
七
）
四
九
（
八
）
五
○
（
九
）
四
九
（
一
○
）
五
○

一
〇
二

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）

－６３－



太
閤
真
顕
記
六
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
七
・
九
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
六
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
六
篇

丁
数
（
一
）
五
一
（
二
）
五
四
（
三
）
四
七
（
四
）
四
九
（
五
）
四
九
（
六
）

五
二
（
七
）
五
○
（
八
）
五
○
（
九
）
四
七
（
一
○
）
五
三

太
閤
真
顕
記
七
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
六
・
○
×
一
八
・
一
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
七
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
七
篇

丁
数
（
一
）
四
八
（
二
）
四
四
（
三
）
四
七
（
四
）
四
八
（
五
）
四
三
（
六
）

四
四
（
七
）
四
二
（
八
）
四
三
（
九
）
四
三
（
一
○
）
四
三

太
閤
真
顕
記
八
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
六
・
○
×
一
八
・
○
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
八
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
八
篇

丁
数
（
一
）
三
七
（
二
）
四
七
（
三
）
四
九
（
四
）
四
六
（
五
）
四
三
（
六
）

四
二
（
七
）
四
三
（
八
）
四
四
（
九
）
三
九
（
一
○
）
四
一

太
閤
真
顕
記
九
篇

写
本
、
三
十
巻
の
う
ち
巻
一
〜
九
、
二
十
八
〜
三
十
存
、
四
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
七
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
九
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
九
篇

丁
数
（
一
）
四
○
（
二
）
四
一
（
三
）
四
六
（
四
）
四
○

太
閤
真
顕
記
十
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
一
×
一
七
・
七
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
篇

丁
数
（
一
）
四
一
（
二
）
四
三
（
三
）
四
七
（
四
）
五
○
（
五
）
五
一
（
六
）

五
二
（
七
）
五
一
（
八
）
五
三
（
九
）
三
三
（
一
○
）
二
九

太
閤
真
顕
記
十
一
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
九
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
一
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
一
篇

丁
数
（
一
）
二
五
（
二
）
四
九
（
三
）
五
○
（
四
）
四
六
（
五
）
六
二
（
六
）

四
七
（
七
）
四
七
（
八
）
四
七
（
九
）
六
一
（
一
○
）
四
八

太
閤
真
顕
記
十
二
篇

写
本
、
三
十
巻
十
冊

二
五
・
五
×
一
七
・
九
糎

（
外
）
太
閤
真
顕
記
十
二
篇
（
内
）
太
閤
真
顕
記
十
二
篇

丁
数
（
一
）
四
三
（
二
）
四
六
（
三
）
五
○
（
四
）
四
六
（
五
）
四
六
（
六
）

四
七
（
七
）
四
六
（
八
）
四
六
（
九
）
五
七
（
一
○
）
四
九

三
、
敵
討
名
残
広
記

写
本
、
全
十
五
巻
の
う
ち
巻
四
欠
、
十
二
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
六
糎

（
外
）
敵
討
名
残
広
記
（
内
）
敵
討
名
残
広
記

丁
数
（
一
）
一
四
（
二
）
一
四
（
三
）
一
四
（
四
は
欠
）（
五
）
一
五
（
六
）
一

五
（
七
）
一
四
・
五
（
八
）
一
四
（
九
）
一
五
（
一
○
）
一
四
（
一
一
）
一
五
・

五
（
一
二
）
一
五
・
五
（
一
三
）
一
五
・
五

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

－６２－

一
〇
三

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）



蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首
、
第
一
冊
は

冊
末
に
も
あ
り
。

四
、
躄
仇
討

写
本
、
巻
一
〜
六
存
、
三
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
躄
仇
討
（
内
）
飯
沼
始
末
記

丁
数
（
一
）
三
二
（
二
）
三
○
（
三
）
三
三

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

五
、
飯
沼
始
末
録

写
本
、
巻
中
存
、
一
冊

二
六
・
二
×
一
八
・
七
糎

（
外
）
飯
沼
始
末
録
（
内
）
飯
沼
始
末
録

丁
数

二
九

※
仮
綴
。

六
、
辻
語
月
見
夫
婦

写
本
、
四
巻
二
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
辻
語
月
見
夫
婦
（
内
）
辻
語
月
見
の
夫
婦

丁
数
（
一
）
三
○
（
二
）
三
四

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

七
、﹇
加
／
州
﹈
仇
討
義
心
鑑

写
本
、
三
巻
三
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
九
糎

（
外
）﹇
加
／
州
﹈
仇
討
義
心
鑑
（
内
）
仇
討
義
心
之
鑑

丁
数
（
一
）
一
九
（
二
）
二
○
（
三
）
一
五

蔵
書
印
②
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
」
径
二
・
九
糎
）

蔵
書
印
③
（「
山
本
屋
」
二
・
一
×
一
・
○
糎
）

蔵
書
印
④
（「
山
本
屋
」
三
・
三
×
一
・
五
糎
）、
い
ず
れ
も
各
冊
首

八
、
宇
都
宮
金
清
水

写
本
、
五
巻
五
冊

二
五
・
六
×
一
七
・
八
糎

（
外
）﹇
野
／
州
﹈
宇
都
宮
金
清
水
（
内
）
宇
都
宮
金
清
水

丁
数
（
一
）
三
四
（
二
）
三
二
（
三
）
三
七
（
四
）
三
一
（
五
）
二
五

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首

墨
書
き
「
中
町
／
山
本
屋
」、
各
冊
首

九
、﹇
伊
／
賀
﹈
上
野
敵
討
実
録

写
本
、
六
巻
三
冊

二
五
・
○
×
一
七
・
八
糎

（
外
）﹇
伊
／
賀
﹈
上
野
敵
討
実
録
（
内
）
上
野
敵
討
実
録

丁
数
（
一
）
四
三
（
二
）
四
二
（
三
）
四
五

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首

墨
書
き
「
中
町
／
山
本
屋
」、
各
冊
首

※
第
三
冊
見
返
し
に
貼
ら
れ
た
紙
は
「
太
閤
真
顕
記
三
篇
第
二
十
五
巻
」
巻
首

の
反
古
。

一
〇
四

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）

－６１－



一
○
、
金
毘
羅
御
加
護

写
本
、
十
巻
五
冊

二
四
・
七
×
一
七
・
○
糎

（
外
）
金
毘
羅
御
加
護
（
内
）﹇
金
毘
羅
／
御
加
護
﹈
�
子
談

丁
数
（
一
）
三
七
（
二
）
二
五
（
三
）
二
八
（
四
）
二
四
（
五
）
二
三

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首

墨
書
き
「
山
本
藤
九
良
」、
各
冊
首
。

一
一
、
石
井
明
道
士

写
本
、
十
六
巻
四
冊

二
六
・
五
×
一
八
・
七
糎

（
外
）
石
井
明
道
士
（
内
）
石
井
明
道
士

丁
数
（
一
）
六
九
（
二
）
五
七
（
三
）
六
二
・
五
（
四
）
五
一

蔵
書
印
②
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
」
径
二
・
九
糎
）、
各
冊
首

※
長
方
形
の
墨
印
を
抹
消
し
た
跡
あ
り
（
他
か
ら
山
本
家
へ
入
っ
た
も
の
か
）。

※
序
に
、「
石
井
明
道
士
序
／
撰
者
丹
州
亀
山
の
隠
士
望
月
志
随
軒
高
信
借
筆
武

江
浅
草
の
隠
士
尼
子
一
風
子
謹
筆
」。

一
二
、
芸
州
婦
敵
討

写
本
、
一
冊

二
五
・
三
×
一
八
・
四
糎

（
外
）
芸
州
婦
敵
討
（
目
録
）
芸
州
家
中
女
敵
討

外
題
下
に
は
「
上
下
弐
巻
合
冊
」、
目
録
に
は
「
上
下
」
と
記
す
が
、
本
文
で
は

巻
を
分
け
て
い
な
い
。

丁
数

四
三

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
冊
首

墨
書
き
「
中
町
／
山
本
屋
」、
冊
首

※
毛
谷
村
六
助
の
話
。

一
三
、
天
草
軍
記

写
本
、
二
十
六
巻
九
冊

二
四
・
八
×
一
七
・
四
糎

（
外
）
天
草
軍
記
（
目
録
）
天
草
軍
記

丁
数
（
一
）
五
四
（
二
）
四
七
（
三
）
四
九
（
四
）
四
八
（
五
）
四
四
（
六
）

五
○
（
七
）
五
二
（
八
）
四
九
（
九
）
三
二

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
②
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
」
径
二
・
九
糎
）、
各
冊
首

※
振
り
仮
名
あ
り
（
最
初
の
方
の
巻
に
多
く
施
す
）。

※
序
に
、「
天
草
軍
記
序
／
田
丸
／
源
興
方
述
作
之
」。

一
四
、
日
光
邯
鄲
枕

写
本
、
全
五
巻
の
う
ち
巻
三
欠
、
四
冊

二
三
・
七
×
一
七
・
○
糎

（
外
）﹇
増
／
補
﹈
日
光
邯
鄲
枕
（
目
録
）
日
光
邯
鄲
枕

丁
数
（
一
）
一
五
・
五
（
二
）
一
八
・
五
（
三
は
欠
）（
四
）
二
○
・
五
（
五
）

四
三
・
五

墨
書
き
「
原
捨
松
」「
野
外
邑
／
原
捨
松
」、
各
冊
末
。「
原
新
七
（
花
押
）」、
巻

四
の
冊
末
。

※
序
に
、「
序
／
時
維
寛
延
三
庚
午
春
三
月
／
浪
華
陰
士

於
可
茂
登
」。

一
五
、
双
島
志
俗
豪
傑

写
本
、
八
巻
八
冊

二
五
・
三
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
双
嶋
志
俗
豪
傑
（
内
）
双
島
志
俗
豪
傑

丁
数
（
一
）
一
二
（
二
）
一
一
（
三
）
一
四
（
四
）
一
三
（
五
）
一
二
（
六
）

一
二
（
七
）
一
四
（
八
）
一
六

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

－６０－

一
〇
五

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）



蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

一
六
、
賊
禁
秘
誠
談

写
本
、
巻
三
〜
七
存
、
二
冊

二
五
・
○
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
賊
禁
秘
誠
談
（
内
）
賊
禁
秘
誠
談

丁
数
（
一
）
三
五
（
二
）
四
八

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
首

墨
書
き
「
中
町
／
山
本
屋
」、
各
冊
首

一
七
、
悪
狐
三
国
伝

写
本
、
十
五
巻
五
冊

二
五
・
四
×
一
七
・
五
糎

（
外
）
悪
狐
三
国
伝
（
内
）
悪
狐
三
国
伝

丁
数
（
一
）
三
五
（
二
）
三
一
（
三
）
三
二
（
四
）
三
五
（
五
）
二
九

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
各
冊
末

一
八
、
厭
�
太
平
楽
記

写
本
、
巻
七
〜
九
存
、
一
冊

二
五
・
八
×
一
八
・
六
糎

マ
マ

マ
マ

（
外
）
厭
�
大
平
楽
記
（
内
）
厭
�
大
平
楽
記

丁
数

四
一

※
仮
綴
。

一
九
、
三
河
後
風
土
記
抜
書

写
本
、
二
十
二
冊

二
四
・
○
×
一
八
・
七
糎

（
外
）
三
河
後
風
土
記
抜
書
（
内
）
ナ
シ

丁
数
（
一
）
一
四
（
二
）
二
○
（
三
）
二
二
（
四
）
一
九
（
五
）
一
九
（
六
）

一
六
（
七
）
一
八
（
八
）
二
二
（
九
）
一
○
（
一
○
）
一
三
（
一
一
）
一
六
（
一

二
）
一
六
（
一
三
）
一
三
（
一
四
）
一
四
（
一
五
）
八
（
一
六
）
一
六
（
一
七
）

一
七
（
一
八
）
一
四
（
一
九
）
一
七
（
二
○
）
一
九
（
二
一
）
一
九
（
二
二
）

一
四

朱
の
書
入
あ
り
。

二
○
、
関
原
御
一
戦
覚

写
本
、
五
巻
附
録
三
冊

二
四
・
二
×
一
八
・
六
糎

（
外
）
関
原
御
一
戦
覚
（
内
）
関
原
御
一
戦
覚

丁
数
（
一
）
二
七
（
二
）
三
六
（
三
）
四
六

奥
書
「
寛
文
十
一
辛
亥
四
月
／
大
関
左
助
定
祐
」、
奥
書
「
寛
政
五
癸
巳
九
月
晦

日
再
写
之
／
山
田
貫
之
永
旧
」。

二
一
、
豊
臣
鎮
西
軍
記
前
篇

写
本
、
前
篇
巻
一
〜
九
存
、
三
冊

二
七
・
○
×
一
八
・
三
糎

（
外
）
な
し
（
表
紙
欠
）（
内
）
豊
臣
鎮
西
軍
記
前
篇

丁
数
（
一
）
四
四
（
二
）
四
二
（
三
）
四
一

※
表
紙
を
欠
く
。

二
二
、
菅
家
実
録

写
本
、
十
五
巻
五
冊

二
五
・
○
×
一
六
・
九
糎

（
外
）
菅
家
実
録
（
内
）
菅
原
一
代
記

丁
数
（
一
）
八
九
（
二
）
七
三
（
三
）
九
五
（
四
）
一
一
二
（
五
）
八
四

丁
表
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

一
〇
六

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）

－５９－



蔵
書
印
①
（「
雲
州
／
母
里
／
山
本
屋
」
径
三
・
○
糎
）、
第
一
冊
は
冊
首
、
第

二
〜
五
冊
は
冊
末
。

※
三
、
四
、
六
、
一
三
、
一
五
、
一
七
／
七
、
八
、
九
、
二
二
／
一
九
、
二
○
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
筆
跡
と
認
め
ら
れ
る
。

【
付
記
】
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
下
さ
り
、
多
く
の
御
高
配
を
賜
っ
た
山
本
登
朗
先
生

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
基
盤
形
成
事
業
（
二
○
一
一
年
度
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

－５８－
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セ
ン
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ー
山
本
文
庫
目
録
稿
（
一
）（
田
中
則
雄
）



The List of Yamamoto−bunko owned by
San−in Reserch Center(1)

TANAKA Norio

（Shimane University, Faculty of Law and Literature）

〔A b s t r a c t〕

Yamamoto−bunko owned by San−in Reserch Center is a collection of classical books inher-

ited by the House of Yamamoto, in Mori,Yasugi City, Shimane Prefecture. It includes the

novels written in the Edo period(especialy jitsuroku), the books of Chinese poetry, and those

of haikai produced in the Mori district.

Keywords：jitsuroku , a historical novel, novels in Edo period
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